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i 島 与 志 雄 



あ た りが 薄暗くな つた かと 思う まに、 ざ— つと 大粒の 

雨が 降り出しました。 そして 一 度 降り出す と、 まるで 

天の 底がぬ けた かと 思われる くらい、 二日の 間、 大降 

りに 降り続きました。 

川の 水 はいつ ぱいに なり、 水田に は たっぷり 水が た 

まり、 畑の 土 は 黒くしめ リ、 作物 は 生き返つ たように 

伸び上がりました。 その ありさま を、 雨の 後の 晴々 と 

した 日の 光の 中に 眺めた 時、 村の 人々 は 涙が 出る ほど 

喜びました。 

「これ もみん な 鎮守 様のお 影 だ」 

そう 言つ て、 皆 は 鎮守の 社 で 御礼の 酒 盛 をし ました _ 



くて、 村の 長者の 物置 小屋に 住まわして もらって いま 

した。 

鎮守の 社で 雨の 御礼の 酒 盛が あった 翌日の 朝早く、 

徳兵衛 は 長者の 言いつけで、 肴 を 入れた 籠と 大きな 

とく リ ちんじゅ そな 

酒の 徳利と を さげて、 鎮守 様に 供えに 行きました。 

やしろ 

そして、 村 はずれの 森の 中の、 鎮守の 社 の 前まで 来 

しんでん 

ますと、 びっくりして 立ち止まりました。 神殿の 前に 

いろんな ごちそうが 並んで いますと ころに、 大きな 

きつね 

狐 が 一 匹 うずくま つていて、 ぺろぺ ろごち そう を 食 

ベ ています。 

ちくし よ-つ 

「おや あ …… 太い 畜生 だ」 
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